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生体組織中の成分を可視化する方法として、質量イメージング技術が挙げられる。試料表面の微小領

域をイオン化・質量分析し、分析領域を走査することで、試料に含まれる化学種の二次元分布を可視化

することが可能になる。これまでに、大気圧環境下でのイオン化技術や、これを応用した質量イメージング

に関する技術に関して複数の報告がなされ 1、前処理が不要な迅速分析技術として注目されている。 

走査型プローブエレクトロスプレーイオン化法（SPESI）は、走査型プローブ顕微鏡の要素技術を質量

イメージング技術に適用したイオン化技術である。大気圧環境下において、高電圧が印可された溶媒を

送液できるキャピラリプローブを試料表面に対して走査し、液架橋部における試料成分の溶媒への溶解

（サンプリング）と、エレクトロスプレーイオン化法による試料成分のソフトイオン化の２つを局所的に実施す

ることができる。プローブの動作モードとして、プローブが静的なコンタクトモード、プローブが動的に振動

するタッピングモードがあり、各々のモードはサンプリングとイオン化が発生するタイミングが異なる 2。２つ

のモードの中で、タッピングモード（図１）は柔軟な生体試料への適用性が高いと考えられる。 

本発表では、タッピングモードを用いたモデル動物の生体組織（脳組織 3、膵臓腫瘍組織）の質量イメ

ージングと、プローブの走査に関する検討結果を中心に報告する。 

 

図 1 タッピングモード SPESI の装置構成の概要 
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